
2018年（平成30年）9月／鶴岡市農業委員会

農委広報

№42

　

藤
島
地
域
は「
獅
子
の
里
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
獅
子
舞

や
獅
子
踊
り
が
盛
ん
な
地
域

で
す
。

　

そ
の
中
で
も
添
川
地
区
両

所
神
社
御
獅
子
舞
は
歴
史
が

古
く
、
三
百
数
十
年
前
か
ら

一
度
も
途
絶
え
る
こ
と
な
く

引
き
継
が
れ
て
お
り
、
市
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

獅
子
舞
は
、
お
盆
に
地
元

の
寺
や
新
築
し
た
家
な
ど
を

廻
り
、毎
年
8
月
18
日
に
神
社

の
例
大
祭
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
農
村
離
れ
が
進
ん

で
、
若
手
が
地
区
の
伝
統
に

誇
り
を
持
ち
、
後
継
者
を
育

て
る
サ
イ
ク
ル
を
維
持
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ

る
世
の
中
で
す
が
、
継
続
し

頑
張
っ
て
い
る
姿
は
頼
も
し

い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
石
井 

光
明
）
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豊
作
と
農
村
繁
栄
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祈
願
し
舞
う

豊
作
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農
村
繁
栄
を

　
　
　
　
祈
願
し
舞
う



　
今
総
会
は
、
鶴
岡
市
副
市
長
、

農
林
水
産
部
長
、
農
林
水
産
部

参
事
兼
農
政
課
長
、
農
山
漁
村

振
興
課
長
、
農
政
課
主
幹
を
来

賓
に
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。　

■
平
成
30
年
度
鶴
岡
市
農
業
委

員
会
活
動
方
針

■
環
境
保

全
型
農
業

直
接
支
払

に
対
す
る

要
望
書

（
農
林
水

産
大
臣
あ

て
）

■
安
定
し
た
農
業
生
産
を
継
続

で
き
る
施
策
に
関
す
る
要
望
書

（
農
林
水
産
大
臣
あ
て
）

■
地
域
の
労
働
力
確
保
に
関
す

る
建
議
書
（
鶴
岡
市
長
あ
て
）

■
農
業
を
身
近
に
感
じ
る
た
め

の
取
り
組
み
に
関
す
る
要
望
書

（
鶴
岡
市
長
あ
て
）

　

総
会
終
了
後
は
全
員
協
議
会

が
行
わ
れ
、
研
修
と
し
て
農
林

水
産
部
参
事
兼
農
政
課
長
、
農

山
漁
村
振
興
課
長
を
講
師
に
、

農
林
水
産
部
に
お
け
る
本
年
度

施
策
の
考
え
方
や
、
主
要
事
業

等
に
つ
い
て

理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
営
農
・
担

い
手
、
食
育
・
地
産
地
消
の
各

専
門
委
員
会
、
広
報
編
集
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
活

動
計
画
等
に
つ
い
て
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
活
動
方
針
と
要
望
書

は
農
業
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

６
月
８
日
、
渡
部
長
和
会
長
、

石
塚
治
己
会
長
職
務
代
理
者
、

髙
橋
聡
東
部
農
地
部
会
長
、
鈴

木
裕
西
部
農
地
部
会
長
の
四
役

が
皆
川
治
市
長
を
訪
問
し
、
総
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会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
要
望

の
趣
旨
等
を
説
明
し
な
が
ら
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

皆
川
市
長
か
ら
は
、
「
要
望

し
て
い
た
だ
い
た
事
項
に
つ
い

て
は
、
関
係
す
る
部
署
等
で
検

討
し
、
適
切
に
対
処
し
て
い
き

た
い
。
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
農

業
を
守
り
、
農
業
者
の
皆
さ
ん

が
意
欲
と
希
望
を
持
っ
て
農
業

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
今
後
も

農
業
の
現
場
に
お
け
る
生
の
声

を
、
市
及
び
国
・
県
等
の
関
係

機
関
へ
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
鶴
岡
市
農
業
委
員
会
第
２
回
定
例
総
会
が
４
月
27
日
、
出

羽
庄
内
国
際
村
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
今
年
度
の
委
員
会
活
動
方
針
を
含
む
５
件
の

議
案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
総
会
を
開
催

第
２
回
定
例
総
会
を
開
催

〜
平
成
30
年
度
の
活
動
方
針
等
を
決
定
〜

〜
平
成
30
年
度
の
活
動
方
針
等
を
決
定
〜

　農業委員会では、今年度も市内すべての農地を対象に、遊休農地
や違反転用箇所を把握するため、農業委員・農地利用最適化推進委
員による「農地利用状況調査」を実施しています。調査の結果、遊
休農地などの所有者には、今後の利用について『意向調査』を行う
とともに、是正指導や勧告を行う場合もあります。遊休農地は、病
害虫の発生など近隣農地や住民に迷惑がかかりますので、草刈や耕
起等による適正な管理をお願いします。
　なお、調査にあたり、立ち合いなどの必要はありません。

農地利用状況調査
を実施します
農地利用状況調査
を実施します

皆
川
市
長
へ

要
望
書
を
提
出

皆
川
市
長
へ

要
望
書
を
提
出

議長を務める渡部会長
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東
北
電
力
が
電
力
鉄
塔
建
替

え
の
た
め
資
材
運
搬
を
目
的
と

し
た
ヘ
リ
ポ
ー
ト
用
地
▼
現
状

は
自
己
保
全
農
地
と
し
て
管
理

の
み
を
行
っ
て
い
る
農
地
で
、

周
辺
も
同
様
な
た
め
農
地
転
用

し
て
も
耕
作
等
へ
の
影
響
が
な

い
こ
と
や
、
実
際
に
ヘ
リ
の
離

着
陸
を
見
て
安
全
性
の
確
認
も

で
き
ま
し
た
。

　

農
地
の
所
有
者
が
高
齢
で
長

年
斡
旋
を
希
望
し
て
い
る
が
所

有
権
移
転
に
至
っ
て
い
な
い
農

地
▼
現
状
が
急
傾
斜
で
長
大
な

法
面
の
た
め
、
草
刈
り
作
業
や

農
作
業
に
多
大
な
労
力
が
必
要

な
場
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

月
山
高
原

活
性
化
セ
ン

タ
ー
周
辺
で

デ
ン
ト
コ
ー

ン
を
栽
培
し

て
い
る
ほ
場

▼
耕
作
者
の
高
田
庄
平
さ
ん
よ

り
現
状
の
取
組
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
収
穫
前
の
ほ

場
の
一
部
（
約
40
ａ
）
を
利
用

し
、
畑
内
に
巨
大
迷
路
を
制
作

し
て
一
般
に
開
放
し
、
３
年
間

で
４
万
人
の
集
客
を
目
標
に
し

て
い
る
そ

う
で
す
。

　

近
年
、
不
動
産
業
者
へ
仲
介

を
依
頼
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
案
件
も
、
農
業

委
員
会
に
一
般
の
不
動
産
業
者

よ
り
相
談
が
あ
り
ま
し
た
が
、

未
だ
に
受
け
手
が
見
つ
か
ら
ず
、

現
在
は
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
こ
と
な
ど
、
地
元
委

員
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鶴
岡
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
パ

ー
ク
内
に
整
備
を
進
め
て
い
る

宿
泊
滞
在
複
合
施
設
及
び
子
育

て
支
援
施
設
等
▼
テ
ラ
ス
前
の

水
盤
と
呼
ば
れ
る
池
や
工
事
内

容
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
滞

在
複
合
施
設
に
つ
い
て
は
『
シ

ョ
ウ
ナ
イ
ホ
テ
ル　

ス
イ
デ
ン

テ
ラ
ス
』
と
し
て
８
月
１
日
に

プ
レ
オ
ー

プ
ン
し
た

ば
か
り
で
、

グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン

は
９
月
中

旬
の
予
定

と
の
こ
と

で
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ

と
で
、
地
域
の
抱
え
て
い
る
問

題
や
、
農
地
の
有
効
利
用
、
新

　農業委員会では毎年農地パトロールを行い、管内の農地の実態把握や、
農地の違反転用がないかどうかを農業委員・農地利用最適化推進委員が
確認しています。今年は8月3日に管内5か所を中心に視察しました。

　農業委員会では毎年農地パトロールを行い、管内の農地の実態把握や、
農地の違反転用がないかどうかを農業委員・農地利用最適化推進委員が
確認しています。今年は8月3日に管内5か所を中心に視察しました。

農地を農地以外の地目にするときは
必ず許可を受けましょう
農地を農地以外の地目にするときは
必ず許可を受けましょう

　自分の所有する農地に住宅等の建物を建てたり、駐車場な
ど農地以外のものにする場合（転用といいます）、または転
用のために権利の移転（売買・貸借等）を行う場合は、農業
委員会の許可が必要です。
　許可を受けずに農地を転用した場合や、事業計画どおりに
転用事業を行っていない場合には農地法に違反することとな
り、罰則の適用もあります。
　農地転用を行う際は必ず許可を受けるようにしましょう。

資
材
運
搬
用
へ
リ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
〜
朝
日
・
松
沢
〜

資
材
運
搬
用
へ
リ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
〜
朝
日
・
松
沢
〜

条
件
不
利
地
の
ほ
場

　
　
　
　
〜
櫛
引
・
黒
川
〜

条
件
不
利
地
の
ほ
場

　
　
　
　
〜
櫛
引
・
黒
川
〜

ス
マ
ー
ト
テ
ロ
ワ
ー
ル
の

モ
デ
ル
ほ
場

　
　
　
　
〜
羽
黒
・
川
代
〜

ス
マ
ー
ト
テ
ロ
ワ
ー
ル
の

モ
デ
ル
ほ
場

　
　
　
　
〜
羽
黒
・
川
代
〜

ス
イ
デ
ン
テ
ラ
ス

　
　
　
〜
鶴
岡
・
北
京
田
〜

ス
イ
デ
ン
テ
ラ
ス

　
　
　
〜
鶴
岡
・
北
京
田
〜

農地パトロールを
実施しました

農地パトロールを
実施しました

し
い
農
村
社
会
創
り
へ
の
取
組

な
ど
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
農
地
は
安
心
で
安
全
な
食

料
を
安
定
供
給
す
る
た
め
の
貴

重
な
財
産
で
、
環
境
保
全
な
ど

の
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る
大

切
な
基
盤
で
す
。

　

鶴
岡
市
の
中
心
産
業
で
あ
る

農
業
を
守
り
、
大
切
な
資
源
を

次
世
代
へ
残
す
た
め
み
ん
な
で

守
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

（
金
野　

匡
良
）

不
動
産
業
者
が
仲
介

し
て
い
る
ほ
場

　
　
　
　
　
　
　
〜
藤
島
〜

不
動
産
業
者
が
仲
介

し
て
い
る
ほ
場

　
　
　
　
　
　
　
〜
藤
島
〜

STOP
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（髙橋 文雄）（髙橋 文雄）

農業者年金加入推進等農業者年金加入推進等
視察研修報告視察研修報告

　コンニャクの生産が全国一の群馬県。近年は機
械化が進んでおり大規模農家もありますが、昔と
比べて栽培農家は減っているそうで、種芋を植え
てそれを大きくして販売するため新規で栽培を始
める人はほとんどいないのが現状だそうです。
　この施設は、昭和21年に国の助成により、コン
ニャク腐敗病の発生防止をテーマに県立農業試験
場コンニャク指定試験地として
設置されました。主な試験研究
として、コンニャク品種育種試
験、コンニャクの持続的な高生
産技術の開発、コンニャク作況
調査、環境にやさしい持続的高生産技術開発研究、
センシング技術を活用したコンニャク栽培管理支
援システムの開発・実証、タラノキ耐病性品種育
成及び栽培安定化技術の開発があります。
　これまで育成されたコンニャクの品種は、「は
るなくろ」、「あかぎおおだま」、「みょうぎゆたか」、
「みやままさり」の4品種で、病気に強い、マンナ

ンの量が多い、肥大性が良いなど、
それぞれに特徴があるそうです。
和やかな雰囲気の中、参加した委
員も積極的に質問し、大いに触発
されました。その後ほ場も見学し、
収穫の多い研修になりました。

全国一のコンニャク産地、
群馬県のほぼ中央に位
置する県農業技術セン
ター内の施設。敷地内に
ある1.4haのほ場で、コ
ンニャクやタラノキの品
種育成などを行っている。

　２町・１村が合併して誕生したみどり市。北部
の中山間地域から南部の平坦地まで縦長の地形と
なっており、野菜や稲作、果樹、畜産など多岐に
わたった農業経営を行っています。平坦地では施
設園芸や野菜など産地化が進み、基幹産業として
みどり市の農業を支えています。
　農業者年金の加入推進活動は、事務局が作成し
た加入推進名簿やパンフレット等を入れた「加入
推進セット」を持ち、加入推進部長・農業委員が
戸別訪問しています。農業者の中にはまだ破たん
した旧制度への抵抗感のある方が少なくないため、
訪問の際は加入要件や財政方式を説明しながら、
特に旧制度との違いをアピールするそうです。関
心のある農業者がいた場合
は事務局へ情報提供し、後
日事務局が詳しい説明や加
入手続きを行うため改めて
訪問するとのことでした。
　加入していてよかったと
いう受給者の声を聞き、これまで以上に強化した
結果、新規加入者が増えたそうですが、今後は新
たに推進委員も加えて、女性や若い農業者を中心
に加入推進に取り組みたいと話していました。
　地道な活動が加入推進につながることを確認出
来た研修でした。

平成28年４月の改選を
機に農業者年金加入推
進体制を整え、加入推
進の取り組みを強化。
同29年４月から６月の
３か月間で14人の新規
加入者を獲得した。

農業者のための農業者のための

農業者
年金です
農業者
年金です

①農業に従事されている方は誰でも加入できます
②少子・高齢化時代に強い積立方式の年金です
③終身年金で80歳までの保証つきです
④支払った保険料は全額社会保険料控除の対象となります
⑤認定農業者など一定の要件を満たす方には保険料の国庫補助があります
⑥保険料の額は自由に設定できます（月額２万円～６万７千円）
詳しくはＪＡか農業委員会事務局・各分室、または農業者年金基金へご相談ください。

7/27 こんにゃく特産研究センター7/26 群馬県みどり市農業委員会

農業者年金の加入推進活動等を
学ぶため、農業委員・農地利用
最適化推進委員が先進地を訪問
し、視察研修を行いました。



（５） 農委広報　もっしぇのー

農地中間管理事業に関するお知らせ農地中間管理事業に関するお知らせ

詳しくは、農業委員会事務局・各分室へお問い合わせください。

　農地中間管理事業は、農地中間管理機構が、農地の借受け・貸付け等を行うことにより、
担い手への農地集積・集約化を推進するものです。

　農地中間管理機構に所有する全農地（10a未満の自作地を除く）を10年以上貸し付けた場合、
固定資産税が一定期間、軽減されます。
　① 貸付期間が10年以上15年未満の場合 ・・・・・ ３年間、二分の一に軽減
　② 貸付期間が15年以上の場合 ・・・・・・・・・ ５年間、二分の一に軽減

農地所有者への固定資産税の軽減があります

　耕作を放棄し、荒れたままになっている農地（遊休農地といいます。）を、耕作または管理の再
開をしなかったり、誰にも貸さないでおくと、将来、その農地の固定資産税が約１.８倍になること
があります。耕作や草刈りなどの管理を再開するか、農業委員会が行う『利用意向調査』で「農地
中間管理機構へ貸し付けをする。」との意思を表明することで、対象でなくなりますので、貸し付け
などをご検討してはいかがでしょうか。

荒れた農地を放置している方はご注意ください！

※国の予算によっては、交付単価が変わる場合があります。

※国の予算によっては、交付単価が変わる場合があります。◆個々の農家への支援

　農地中間管理事業により農地を貸し付けた場合、土地所有者や地域等に対して、一定の
条件のもと、以下の協力金が交付されます。

機構への貸付割合 ２割超５割以下 ５割超８割以下 ８割超
交　　付　　額 ０.３万円／10a ０.６万円／10a ０.９万円／10a

◆地域に対する支援

　※①、②とも10年以上の貸付けであることが条件です。
　※同年度に①と②の両方を申請することはできません。
【※１】「新規集積農地面積」とは、機構への貸付前１年間に、担い手【※2】以外の農業者が耕作し
　　　　ていた農地を、担い手に貸し出した農地面積です。
【※２】担い手とは、認定農業者、認定新規就農者、基本構想水準到達者、集落営農経営のことです。

機構に農地を貸し付けることにより
●経営転換する農業者 ●リタイアする農業者
●農地の相続人で、農業経営を行わない方

「人・農地プラン」など地域の話し合いにより、地域の一定割合以上の農地を機構に貸し付けた場合、
地域に交付されます。交付金の使途は地域の話し合いで決めることができます。
（交付には地域での農地集積・集約化の話し合いが必要です。）

③地域集積協力金

機構の借受け農地に隣接する農地または２筆
以上の農地で、
●自ら耕作する農地を機構に貸付けた所有者
●所有者が農地を機構に貸付けた場合は耕作者

新規集積農地面積【※１】　２.５万円／10a
それ以外　　　　　　　　　２.３万円／10a
（１戸あたり上限額　７０万円／戸）

新規集積農地面積【※１】　０.５万円／10a
それ以外　　　　　　　　　０.３万円／10a

②耕作者集積協力金
①経営転換協力金



（６）農委広報　もっしぇのー

　

紀
允
さ
ん
は
、
横
浜
で
化
学

の
研
究
職
に
従
事
し
て
い
ま
し

た
が
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
家
業
の

小
野
寺
農
園
に
入
り
ま
し
た
。

小
野
寺
農
園
で
は
30
〜
40
年
前

か
ら
無
農
薬
無
化
学
肥
料
栽
培

を
実
践
し
て
お
り
、
生
産
だ
け

で
な
く
宅
配
や
民
宿
な
ど
を
通

じ
て
お
客
さ
ん
と
近
い
と
こ
ろ

で
商
売
が
で
き
、
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
が
直
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
5
年

半
前
か
ら
は
母
親
か
ら
レ
ス
ト

ラ
ン
の
経
営
を
受
け
継
ぎ
、
自

ら
育
て
た
新
鮮
な
食
材
を
使
い
、

幼
い
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
母

親
の
味
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
客

さ
ん
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

「
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
て
い

る
感
覚
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
農
業
者
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
。

自
分
で
栽
培
し
た
も
の
を
料
理

し
て
目
の
前
で
食
べ
て
も
ら
え

る
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
で
き
、
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
が
返
っ
て
く
る
、
こ
う
し
た

出
会
い
や
体
験
を
日
々
得
ら
れ

る
環
境
に
い
る
こ
と
が
幸
せ

だ
」
と
紀
允
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

　

小
野
寺
農
園
で
は
、
米
と
だ

だ
ち
ゃ
豆
を
メ
イ
ン
に
、
年
間

50
〜
60
種
類
の
野
菜
を
栽
培
し
、

作
っ
た
も
の
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で

提
供
し
た
り
、
関
東
の
飲
食
店

へ
販
売
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

美
味
し
い
お
米
や
野
菜
を
作
る

た
め
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と

（６）農委広報　もっしぇのー

「菜ぁ」店主　小野寺紀允さん

就
農
の
き
っ
か
け

就
農
の
き
っ
か
け

循
環
型
の
土
づ
く
り

循
環
型
の
土
づ
く
り

　鶴岡市福田にある「やさいの荘の家庭料理　菜ぁ」。築
130年以上の自宅を改築してつくられた農家レストランを
経営しているのは、小野寺農園の小野寺紀允さんです。
　小野寺農園は、「菜ぁ」の他にも、有機ＪＡＳ認証を取得し
た米とだだちゃ豆の販売や、農家の宿「母家」、ゲストハウス、
シェアハウスなど、多角的に手掛けています。
　今回は、主に農家レストランと農家民泊の部門を営む紀
允さんにお話を伺いました。

　鶴岡市福田にある「やさいの荘の家庭料理　菜ぁ」。築
130年以上の自宅を改築してつくられた農家レストランを
経営しているのは、小野寺農園の小野寺紀允さんです。
　小野寺農園は、「菜ぁ」の他にも、有機ＪＡＳ認証を取得し
た米とだだちゃ豆の販売や、農家の宿「母家」、ゲストハウス、
シェアハウスなど、多角的に手掛けています。
　今回は、主に農家レストランと農家民泊の部門を営む紀
允さんにお話を伺いました。

鶴岡市内の話題のお店や法
人などに広報編集委員が訪
問し、その内容をレポート
します。
今回は「やさいの荘の家庭
料理　菜ぁ」にいってきま
した。

おじゃましま
す！

○○に 広報編集
委員が

いってきましたいってきました

　「菜ぁ」の特徴はなんといっても「ごは
ん」。お米の栽培にこ

だわるのはもちろん、炊き方にもこだわりが
あります。

　お米も鮮度品で、特に白米は劣化しやす
く、夏場の高温化では

特に顕著です。米ぬかの酸化を防ぐために
も、「菜ぁ」では玄米

を冷蔵庫で保管し、精米したてを洗米して
炊いています。ガスの

高火力で短時間で一気に炊くため、まばら
になって炊きむらがな

いよう、吸水は低温でじっくり行っているそ
うです。

　流通を考えると、各家庭で炊く分をその都
度精米することは困難だと思いますが、低温

で吸水さ

せることでご飯のおいしさは格段に違うとの
こと。米ぬかが取れて露わになった米のデン

プンは、

微生物の格好のエサで、「菜ぁ」でも夏場
は特

に気を使っているそうです。せっかくおい
しい

庄内米、ぜひ家庭でも参考にしていただき
たい

と思います。

菜ぁ直伝！おいしいご飯を炊くコツ

①米は冷蔵庫で保管する。
②なるべく少しずつ精米する。
③じっくり浸して理想はガス炊き。

④低温調理がカギ！

のりまさのりまさ



（７） 農委広報　もっしぇのー

を
尋
ね
る
と
、
返
っ
て
き
た
の

は
「
土
づ
く
り
」
と
い
う
答
え
。

米
ぬ
か
な
ど
収
穫
し
た
作
物
を

原
料
と
し
て
発
酵
さ
せ
た
ボ
カ

シ
肥
料
を
土
に
戻
し
、
土
の
中

の
微
生
物
や
有
効
菌
を
増
や
す

や
り
方
で
、
自
然
の
摂
理
に
従

う
循
環
型
の
農
法
で
す
。
有
機

栽
培
に
取
り
組
む
農
家
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
米
ぬ
か
の

確
保
や
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
課
題

と
な
り
、
自
家
製
の
ボ
カ
シ
肥

料
を
使
っ
て
い
る
農
家
は
少
な

い
で
す
。

　

料
理
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
無

添
加
で
素
材
を
生
か
す
こ
と
と
、

鮮
度
・
旬
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

い
ず
れ
も
素
材
を
知
り
尽
く
し

た
農
家
な
ら
で
は
の
武
器
で
す
。

野
菜
は
自
家
製
の
無
農
薬
野
菜

が
全
体
の
６
割
で
、
残
り
は
地

元
産
の
も
の
。
自
分
の
家
の
野

菜
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
自
分

が
一
番
知
っ
て
い
る
の
で
そ
れ

を
料
理
に
活
か
し
ま
す
し
、
地

元
食
材
も
５
年
間
で
培
っ
た
野

菜
の
目
利
き
で
よ
り
よ
い
も
の

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

　

最
近
、
「
菜
ぁ
」
に
は
子
供

連
れ
の
お
客
が
増
え
て
い
ま
す
。

何
で
も
良
い
と
い
う
時
代
で
は

な
く
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
よ
り

も
、
地
元
で
採
れ
た
安
全
で
お

い
し
い
物
を
子
供
に
食
べ
さ
せ

た
い
と
い
う
、
親
の
食
に
対
す

る
意
識
の
変
化
の
表
れ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
産
直
な
ど
で

地
元
の
食
材
を
手
に
す
る
機
会

が
増
え
て
き
た
と
は
い
え
、
各

家
庭
で
口
に
す
る
機
会
は
ま
だ

ま
だ
少
な
い
で
し
ょ
う
。
親
の

食
に
対
す
る
思
い
を
補
う
意
味

で
も
、
「
菜
ぁ
」
の
よ
う
な
レ

ス
ト
ラ
ン
は
、
地
域
的
に
も
必

要
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
に
食

を
通
じ
て
喜
び
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
い
う
紀
允
さ
ん
。
就
職

し
て
家
を
離
れ
た
数
年
間
、
一

番
食
べ
た
か
っ
た
の
が
実
家
の

ご
飯
と
梅
干
で
し
た
。
小
さ
い

頃
か
ら
食
べ
て
き
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
は

大
事
で
、
こ
の
食
の
都
に
い
て

地
元
の
物
を
食
べ
る
機
会
が
少

な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
料
理
や
農
産
物
が
子

ど
も
た
ち
の
記
憶
に
残
り
、
将

来
地
元
を
離
れ
て
も
帰
っ
て
く

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
、
都

会
の
人
に
自
慢
で
き
る
も
の
に

な
っ
た
り
し
た
ら
う
れ
し
い
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

紀
允
さ
ん
は
現
在
、
Ｕ
Ｉ
タ

ー
ン
が
多
く
地
元
の
人
も
多
い

地
元
企
業
へ
週
に
一
度
社
食
を

提
供
し
て
、
食
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
弟
子
入

り
ホ
リ
デ
ー
」
と
い
う
企
画
を

通
じ
て
、
全
国
か
ら
や
っ
て
く

る
弟
子
た
ち
に
経
営
学
を
中
心

に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
た
り
、

公
益
大
の
学
生
と
一
緒
に
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
や
六
次

産
業
論
な
ど
の
研
修
、
中
高
校

生
に
職
場
体
験
の
受
け
入
れ
な

ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
地
元
の
人
が
楽
し

め
る
空
間
を
提
供
し
、
こ
の
地

域
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
で
、
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
や
農
家
民
宿
も
そ
の
中

の
小
さ
な
ピ
ー
ス
な
の
だ
と
い

い
ま
す
。

　

熱
い
思
い
を
終
始
笑
顔
で
語

っ
て
く
れ
た
紀
允
さ
ん
。
「
地

域
の
人
を
笑
顔
に
し
た
い
」
と

い
う
思
い
が
強
く
伝
わ
る
取
材

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
吉
住　

喜
之
）

農委広報　もっしぇのー

次回は…
　　「緑のイスキア」さんに
　　　　　　　　　　行ってきます！
「菜ぁとはスタイルの異なる農家レストラ
ンです。和食とは違った食材の生かし方
ですね。自家農園の新鮮な野菜を使った
イタリアンのお店です。」（紀允さん）

収入
保険
収入
保険
　新しく導入された収入保険は、すべての
作物の品目が対象となり、収量減少や価格
低下など様々なリスクに対応し、農業経営
者の販売収入全体を補償する保険です。
　加入するために必要な青色申告は簡易な
方式で1年の実績があれば良く、新規就農
者でも加入できます。
　現在、平成31年1月からの補償開始に向
け、加入手続きが始まりました。
詳しくは、
山形県農業共済組合
（ＮＯＳＡＩ山形）庄内支所
☎0234-91-1553 まで。

安
心
と
お
い
し
さ
届
け
た
い

安
心
と
お
い
し
さ
届
け
た
い

食
の
喜
び
を
伝
え
る

食
の
喜
び
を
伝
え
る

地
域
を
笑
顔
に

地
域
を
笑
顔
に

紀允さんのご紹介

加入手続き
　実施中です

落ち着いた雰囲気の店内



鶴岡市農業委員会事務局
　〒９９９‐７６９６ 山形県鶴岡市藤島字笹花２５（鶴岡市藤島庁舎内）　☎６４‐５８６８（直）　FAX.６４‐５８４６
　http://www.city.tsuruoka.lg.jp/sangyo/nougyouiinaki/index.html

（８）農委広報　もっしぇのー

　
平
成
最
後
の
収
穫
の
秋
を
迎
え
、
今

年
の
作
柄
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
近
年
、
全
国
的
に
見
る
と
大
規
模
な

自
然
災
害
が
数
多
く
発
生
し
た
こ
と
が

記
憶
に
残
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

私
た
ち
の
住
む
山
形
県
、
庄
内
地
方
は

大
き
な
災
害
も
少
な
い
地
域
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
恵
ま
れ
た
大
地
に

感
謝
し
て
、
間
も
な
く
訪
れ
る
新
し
い

時
代
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　
11
月
に
は
皇
太
子
臨
席
予
定
の
全
国

農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
や
ま
が
た
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
で
頑
張
っ
て
い

る
農
業
者
が
山
形
に
訪
れ
ま
す
。
新
し

い
時
代
の
農
業
を
頑
張
っ
て
い
く
き
っ

か
け
と
し
て
、
皆
さ
ん
成
功
を
祈
り
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
（
小
林　
真
）

あ
と
が
き

あ
と
が
き

○鶴岡分室  25-2111（代表）　 ○櫛引分室  57-2114　 ○羽黒分室  62-2111（代表）
○朝日分室  53-2111（代表）　 ○温海分室  43-4616

つるおか大産業まつり

今年もふるまいます！
　地場産大豆の寄せ豆腐
今年もふるまいます！
　地場産大豆の寄せ豆腐

購読料700円／月（税込）

現在、貸し付け・売り渡しの希望がある農地です。
（7月末現在。市ホームページで随時更新しています）
詳しくは農業委員会へお問い合わせください。

農地情報

全国農業新聞を
購読しませんか
全国農業新聞を
購読しませんか

購読のお申し込みは
農業委員会事務局・各分室へ

暮らしと経営に役立つ農業情報を
週一回お届けします。

10月13日（土）・14日（日）

　農業委員会では、地場産大豆を使用した寄せ豆腐
のふるまいや、旬の野菜・果物の販売、耕作放棄地の
解消事例を紹介したパネルの展示などを行います。

鶴岡市小真木原運動公園にて

ぜひお越し
ください！

地域
鶴岡 2 藤沢 軽井沢 原野  3 2年前まで畑として使用
藤島 2 藤島 新大坪 田 田 18 現況：転作田
藤島 5 古郡 金清水ほか 田 田 10 現況：転作田
藤島 1 古郡 金清水 田 田 7 現況：転作田
鶴岡 6 下川 窪畑 畑 畑 58 

羽黒 6 羽黒町 大高森 畑 畑 49 全筆不耕作状態
  松ヶ岡 ほか    売り渡しも可

櫛引 2 常磐木 木原 畑 畑 6 

藤島 2 藤島 村東 田 田 6 希望条件：5年単位で
鶴岡 6 中橋 備川ほか 田 田 69 

筆数 大字 小字 地目
（公簿）

地目
（現況）

面積
（a） 備　考

希望条件：5年単位で、小作料は総
額で年間5,000円【和梨が植栽さ
れている（柿1本と物置1棟あり）】

地域
鶴岡 1 面野山 鶴之瀬 田 田 7 
鶴岡 1 馬町 駒繋 畑 畑 12 
藤島 2 幕野内 道下 田 田 72 

羽黒 1 羽黒町 林崎 畑 畑 4 雑木が生えている  松ヶ岡     
藤島 2 藤島 新大坪 田 田 18 現況：転作田
藤島 5 古郡 金清水ほか 田 田 10 現況：転作田
藤島 1 古郡 金清水 田 田 7 現況：転作田
鶴岡 1 下川 窪畑 畑 畑 12 
鶴岡 2 中橋 村下ほか 畑 畑 12
鶴岡 2 湯ノ沢 大下ほか 田 田 40
鶴岡 1 高坂 三ケ水口 畑 畑 1.8
鶴岡 1 高坂 三ケ水口 畑 畑 1.8
鶴岡 1 中清水 割田 田 田 7

筆数 大字 小字 地目
（公簿）

地目
（現況）

面積
（a） 備　考

貸付
情報

売渡
情報


